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選を行い，風乾後，温湯消毒機「湯芽工房」を用いて 60℃で 10 分間温湯消毒
し，5 日間浸種した後，温湯消毒機「湯芽工房」中で 30℃で 10 時間催芽処理を
行った．催芽種子は，4 月 21 日に 60cm×30cm×3cm の田植機移植用育苗箱に




代掻きは移植 1 週間前に荒代掻き，移植日前日に植え代掻きの計 2 回行った．5
月 25 日に六条乗用側条施肥田植機で 4．0 葉程度の中苗を 1 株当たり約 3 本と




 試験圃場は，10a 当たり 2t 堆肥を連年施用した圃場を使用した．本年は 3 月
6 日に完熟堆肥を 10a 当たり 2t，マニュアスプレッダーで全面散布した． 




面積は紙マルチ区は 15a，その他の区はそれぞれ 5a とした． 
試験区には基肥として発酵鶏糞を 5 月 16 日に 10a 当たり 100kg（窒素量換算
で 10a 当たり 2．5kg）を手で散布し，その後鋤きこんだ．いずれの区も農薬，
化学肥料は使用しなかった．また，追肥も行わなかった． 
米ヌカ＋機械区，米ヌカ＋くず大豆＋機械区，くず大豆＋機械区の各有機物
散布＋機械区には，それぞれ米ヌカ＋機械区では米ヌカを 10a 当たり 100kg，
米ヌカ＋くず大豆＋機械区では 10a 当たり米ヌカと大豆くずを 50kg， 計 100kg，






して雑草調査に使用した．枠は 1 試験区につき 3 反復設置した．また，今回使
用した米ヌカの肥料成分は窒素 2．5％，燐酸 3．6％，加里 1．7％で，くず大
豆の肥料成分は窒素 6．8％，燐酸 1．8％，加里 2．6％であった． 
鯉区では，6 月 6 日に全長平均約 10．5cm，体重平均約 19．5g の錦鯉 200
尾を投入した．その後鳥害により鯉が死亡したため，6 月 22 日に全長平均約 9cm，







果の均一化を図る目的で試験区中央付近に配合飼料 200g および米ヌカ 1kg を 6
月 8 日から 6 月 16 日までは 1 日おきに，それ以降は週に 2 回程度の頻度で 1













 土壌の酸化還元電位調査は，東亜電波工業社製のポータブル ORP 計シリーズ
RM－12P を使用して，1 試験区当たり 2 反復で行った．生育調査区周辺の株間
に深さ 1～2cm に白金電極を設置し，移植 6 時間後に測定し，その後 1 週間は 1
日 1 回測定し，6 月 1 日（移植後 7 日目）から 7 月 27 日までは約 1 週間ごとに
測定した．また，米ヌカ＋機械区，米ヌカ＋くず大豆＋機械区，くず大豆区で
は 6 時間後から 48 時間後まで 6 時間ごとに測定を行った．さらにそれぞれ同時






 雑草調査は 6 月 20 日と 8 月 1 日の計 2 回行った．1 調査地点の面積は 30cm
×30cm の 0．09 ㎡とし，1 試験区当たり 3 反復で行った．ただし，8 月 1 日の
紙マルチ区の調査のみ 30cm×60cm の 0．18 ㎡とした．また，6 月 20 日には









 生育調査は，各試験区で周囲を含めて欠株のない 10 株（5 株 2 畦）を 1 つの
調査区として，1 試験区当たり 3 反復行い，草丈，茎数，葉数，葉色の 4 項目に
ついて調査した．草丈，茎数，葉数は 6 月 8 日から 8 月 29 日まで約 2 週間ごと










位展開葉に食害が見られたものを 3 として，その 1 つ下葉に食害が見られたも





 病害調査は 1 試験区当たり 40 株，3 反復で行い，9 月 14 日に実施した．いも
ち病，紋枯れ病について調査し，葉いもちは最上位展開葉から 3 葉目まで 5mm
以上の病斑のある茎を数え，穂いもちは，穂首以上にあきらかな病斑があり，
穂が 50％以上不稔になっている穂の数を数えた．紋枯れ病は最上位節間に病斑
があれば 3 として，その下の節間にあれば 2 として，さらにその下の節間にあ




 掘り取り調査は穂揃期に掘り取り，調査した．穂揃期は紙マルチ区では 8 月
17 日，米ヌカ＋機械区，米ヌカ＋くず大豆＋機械区，くず大豆＋機械区，機械











 10 月 3 日の収穫時に収量および収量構成要素の調査を 3 反復ずつ行った．収
量調査は 1 試験区において 1 反復当たり 10 株×4 列計 40 株を地際から刈り取
り，穂数を数えて風乾して全重，精籾重，総玄米重，精玄米重，水分含量を測




辺から各地点の平均的な穂数を持つ株を 1 反復当たり 5 株掘り取った．各株の
平均的な穂 4 本を取り出し，1 反復当たり 20 穂の籾数を数え，比重 1．06 の塩
水選を行い，登熟籾と不登熟籾とに分別しそれぞれの粒数を測定してから登熟
歩合を算出した．さらに各株から全長の長い順に 3 茎抜き出し，1 反復当たり，
15 本の穂長と稈長，節間長を測定した．玄米千粒重は玄米 20g を秤量し，その
粒数から算出した．また収量調査の刈り取り時に倒伏程度を調査し，完全倒伏
















始日の 6 月 6 日に 200 尾の鯉を目測で「特大（15 尾）」，「大（55 尾）」，「中（95
尾）」，「小（35 尾）」にわけ，「特大」および「大」からは各 10 尾，「中」およ
び「小」からは各 20 尾無作為に選出しそれぞれの全長および体重を計測し平均
値を求めた．また，6 月 22 日の追加放飼日には追加放飼した 30 尾の鯉すべて
の全長および体重を計測し平均値を求め，6 月 6 日の鯉調査の平均値とあわせて










































機械除草 紙マルチ 鯉 ＋ くず大豆 ＋
機械 ＋ 機械
機械
















 本年および 2005 年の旬別日平均気温，降水量，日照時間を第 2 図に示した．
本年の平均気温は 6 月上旬から 6 月下旬，7 月下旬から 8 月上旬，9 月上旬から
10 月中旬において 2005 年より低かった．本年の平均降水量は 5 月中旬，6 月
上中旬，7 月中旬，9 月中旬から 10 月上旬において 2005 年より多かった．本
年の平均日照時間は 5 月上旬から 6 月下旬，7 月中下旬，9 月上中旬において
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最大草丈 最大茎数 穂数 有効茎歩合 穂揃期
（cm） （本/㎡）（本/㎡） （％）
113 287 208 72.5 8月19日
112 331 211 63.7 8月19日
116 187 182 97.3 8月19日
108 131 123 93.9 8月21日
115 403 279 69.2 8月17日














 移植後 48 時間の土壌の酸化還元電位の推移を第 3 図に示した．米ヌカ＋機械
区は有機物散布後，急激に酸化還元電位が低下し，24 時間後に－170mV 程度ま
で低下した．米ヌカ＋くず大豆＋機械区では 12 時間後に－50mV 程度に低下し
たが，その後 48 時間までそのまま推移した．くず大豆＋機械区では 30 時間後
に－150mV 程度まで徐々に低下した．有機物散布＋機械区以外の試験区では 6
時間後，24 時間後，48 時間後のみ計測を行ったが，機械除草区，紙マルチ区で
48 時間後に－150mV 程度まで酸化還元電位が低下した． 
長期の酸化還元電位の推移を第 4 図に示した．有機物散布＋機械区の酸化還
元電位は散布後 1 週間は低下する傾向を見せ，21 日後の測定からは米ヌカ＋機
械区で－250mV 程度，米ヌカ＋くず大豆＋機械区およびくず大豆＋機械区で－
100mV 程度になりその後も低く推移した．有機物散布＋機械区以外の区でも移












 移植後 48 時間の地温の推移を第 5 図に示した．いずれの試験区も日中は地温
が 20℃前後まで上昇し，夜間は 17℃前後まで低下した．くず大豆＋機械区で他
の区に比べて 12 時間後の地温が低く，18 時間後の地温が高かったが，その他
の試験区間で特に大きな差異は見られなかった． 








































































































































































第 6 図 地温の推移（長期） 















































































0.54 a 2.54 ab
0.40 ab 2.33 bc
0.50 a 2.62 a
0.52 a 2.61 ab
0.40 ab 2.25 c













0.2 c 2.2 abc 0.05 b
0.5 c 2.0 abc 0.08 ab
0.7 c 1.3 bc 0.03 b
0.2 c 0.7 c 0.05 b
4.1 a 2.9 ab 0.10 ab





































































































米ヌカ 1030 b 270 ab 0 b 0 c 11 b 0 a 4 a 1315 b
米ヌカ＋くず大豆 2167 ab 204 ab 0 b 0 c 0 b 7 a 22 a 2400 ab
くず大豆 1878 ab 278 ab 7 b 0 c 11 b 15 a 22 a 2211 ab
鯉 1919 ab 467 a 22 b 78 b 63 ab 4 a 230 a 2781 ab





ホタルイ キカシグサ アゼナ アブノメ試験区 コナギ
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第 8 図 雑草乾物重（8 月 1 日） 
各項目の同一のアルファベットはダンカンの多重検定において 5％水準で有意
差がないことを示す． 
1400 a 233 ab 0 a 19a 26 a 74 a 19b 0 a 0 a 1770 ab
470 a 56 bc 4 a 11a 4 a 37 a 15b 0 a 4 a 600 ab
1648 a 215 abc 0 a 0a 7 a 0 a 0b 4 a 0 a 1874 ab
415 a 144 bc 0 a 0a 0 a 4 a 19b 0 a 4 a 585 ab
1933 a 363 a 0 a 11a 7 a 22 a 81ab 0 a 0 a 2419 a
844 a 89 bc 4 a 0a 11 a 19 a 37b 0 a 0 a 1004 ab
381 a 30 bc 7 a 0a 15 a 4 a 0b 0 a 0 a 437 ab
96 a 6 c 0 a 0a 7 a 0 a 0b 0 a 0 a 109 b























































































































































































































































































































































































































































































































0.79 ab 0.46 b 1.04 ab 0.79 b 1.09 abc 2.23 ab 6.72 a 10.03 a
1.02 a 0.62 a 1.12 a 0.91 a 1.31 ab 2.82 a 5.78 a 9.91 a
0.80 ab 0.36 bc 0.83 d 0.64 c 0.88 bc 1.36 b 3.80 b 6.05 b
0.88 ab 0.36 bc 0.99 abc 0.67 c 0.67 c 1.33 b 3.20 b 5.20 b
0.82 ab 0.35 bc 0.89 cd 0.61 c 1.54 a 3.12 a 6.32 a 10.98 a

































































21.0 a 89.5 ab 38.5 a 21.5 ab 20.4 a 8.5 ab 4.3 b 1.7 ab 5.0 b
21.2 a 90.8 ab 38.8 a 21.8 a 16.1 bc 8.6 ab 4.5 b 1.3 ab 5.0 b
20.6 ab 90.8 ab 38.3 a 21.4 ab 16.8 b 9.2 a 4.6 b 2.2 a 5.3 b
20 bc 82.1 c 36.2 b 19.8 c 13.8 c 7.4 b 4.5 b 1.8 ab 5.1 b
19.5 bc 94.0 a 37.2 ab 22.0 a 18.2 ab 9.8 a 6.6 a 0.7 b 6.8 a
















ⅥⅡ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
1185 a 567 a 619 ab 0.92 ab 466 a 28 ab 438 a
1196 a 582 a 614 ab 0.95 a 480 a 28 ab 452 a
1131 ab 536 a 596 b 0.90 b 442 a 23 bc 419 a
744 c 331 c 412 c 0.80 d 271 c 14 c 257 c
1317 a 603 a 714 a 0.84 c 497 a 34 a 463 a
939 bc 432 b 507 bc 0.85 c 356 b 19 c 337 b
各項目の同一のアルファベットはダンカンの多重検定において5％水準で有意差がないことを示す．
屑米重 精玄米重
（g/㎡） （g/㎡） （g/㎡） （g/㎡） （g/㎡） （g/㎡）









208 b 127 a 26487 ab 88.9 a 21.5 a
211 b 127 a 26781 ab 87.5 a 21.7 a
181 bc 119 ab 21536 bc 88.1 a 21.7 a
122 d 116 ab 14346 d 90.6 a 21.7 a
279 a 112 ab 31154 a 87.1 a 21.5 a




（本/㎡） （粒/本） （粒/㎡） （％） （ g/1000粒）









83.0 a 4.7 a 5.5 a 15.1 b 19.3 ab 18.6 bc
81.0 ab 5.0 a 5.9 a 15.1 b 19.2 bc 18.2 cd
81.7 ab 5.0 a 5.9 a 15.3 a 19.2 bc 18.1 cd
79.3 b 5.1 a 6.0 a 14.6 d 19.3 a 19.4 a
82.0 a 4.9 a 5.7 a 15.0 b 19.1 c 17.8 d


































 第 13 表に鯉調査の結果を示した．鯉は放飼開始時に比べ放飼終了時には全長
は 29％増加し，体重は 88％増加した．高橋ら（1993）によれば全長 15cm 程度











































































































































  Summary 
 





 I investigated the effects，cost and working condition of various weed 
control methods on growth and yield of paddy rice in organic culture．I 
installed six plots; combination of scatting rice bran with weeder (Rice bran 
+ Weeder plot)，combination of scatting rice bran and scrap soybean with 
weeder (Rice bran + Scrap soybean + Weeder plot)，combination of scatting 
scrap soybean with weeder (Scrap soybean + Weeder plot)，weeding by carp, 
weeding by mulching paper and two times weeding by weeder．  
  In all stages of rice growth，weeding by mulching paper was highly 
effective． In Organic materials (rice bran and/or scrap soybean) + Weeder 
plots and Carp plot，the volume of weed was more than Mulching paper plot．
The effect of weeding by carp was unstable．Two times weeding by weeder 
was not effective in comparison with other methods，but Scirpus juncoides 
subsp．Juncoides was controlled by weeder． 
Because there was no competition with weeds，in weeding by mulching 
paper plot，the growth of rice was best．The fertilizer efficiency of rice bran 
and scrap soybean appeared for the large tiller numbers and long length of 
rice plant in Organic materials + Weeder plots, but not in Rice bran + 
 47 
Weeder plot and Rice bran + Scrap soybean + Weeder plot．Weeding in carp 
plot had bad effect on the growth of rice by the deep flooding management．
In Organic materials + Weeder plots，top internode length was longer than 
other plots．The highest brown rice yield was 463 g/㎡ in weeding by 
mulching paper plot and followed by Rice bran + Scrap soybean + Weeder 
plot，and Rice bran + Weeder plot．For yield components，weeding by 
mulching paper plot had the highest panicle numbers，and Organic materials 
+ Weeder plots had high number of grains per head．In two times weeding by 
weeder plot，weeding by mulching paper plot and Rice bran + Scrap soybean 
+ Weeder plot，palatability was high，but for weeding in carp plot, it was low． 
Nevertheless，these values didn’t have significant differences. 
Weeding in carp plot and weeding in mulching paper plot needed the 
highest cost．Labor force was needed by weeding in carp plot．Weeding in 




















































エビの除草効果に関する研究 第 1 報 アジアカブトエビの除草効果について
の野外実験． 
雑草研究 17: 55－59 
 
小林勝志・宮田邦夫・伊藤邦夫 1993 再生紙マルチ水稲栽培について第３報 
再生紙マルチが肥効と生育に及ぼす影響． 
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